























＊野口実⑤「承久の乱と三浦一族」 （三浦一族研究三、 一九 九・
5）
＊橋本正俊「源氏濫觴 物語―十七世紀、多田院周辺―」 （ 『いくさと物語の中世』汲古書院二〇一五・
8）
＊




































































































































































































































































































































「問云、 このしぢのはしがきはいかなることぞ。 答云、 如
二彼歌論議
一ば、
むかしあやにくなる女をよばふをとこありけり。志あるよしをいひければ、女心みむとて、きつゝ物いひけるところにしぢを てゝ、これがうへにしきりて百夜ふしたらむ時、いはむことはきかむといひければ、をとこ雨風をしのぎてくるればきつゝふせ けり。しぢのはしにぬる夜の数をかきけるをみれば、九十九夜に成りけり。あすよりは何事もえいなびたまはじなどいひかへりにける 、親の俄にうせ ければその夜 かず成り けるに、女 よみてやれりける歌也。是 或秘蔵の書にいへりとはべ ど たしかにみえた ことなし」 （日本歌学大系
1―三三五頁）とあり。この説話は、 能「通小町」の素材となっ














1―五一頁） 。父は右大臣師輔。 「三条の関白」は誤りで、 「一





皇の後胤、家臣である我々ですらこ ように血筋尊い一族であることを確認し、 伊東祐親ごときに全 遠慮する必要のないことを主張する。定綱が、盛長や自らの家を言挙げするのはこうし 理由があるためであろう。渥美かをるは、 「この時定綱が関係のない自ら 家の先祖得意げに語ることが注目される。佐々木家側か 出た物語の混入が予測されるのであ 」 （一三一頁）と評す 。果たして「佐々木家側ら出た物語」と言う想定が当たっているのか判断に迷うが、この後、〈延・盛〉や曽我物語では、盛長と共に記されるのが定綱ではなく野三刑部丞成綱（盛綱） らすれば、 〈闘〉編者が、 「小野成綱（盛綱）の仕事を佐々木定綱にとり替えた」 （ 全注闘〉上―一四一頁）と見ることもできよう。その事情について、福田豊彦は、成 は横山党小野氏の出であるが、子の盛綱は承久の乱で京方として没落、横山党も建保元年（一二一三）の和田の乱と弘安八年（ 二八五）の霜月騒動によって壊滅的な打撃を受けているこ から、十三世紀末～
― 167 ―









以下、 「国中第一の美女なり」 まで、 〈闘〉


















































る点、 〈延・長〉や『曽我物語』も同様。但し、 〈延・長〉は、 「伊豆国住人伊東入道助親法師ハ、重代ノ家人ナリケレドモ、平家重恩ノ者ニテ、当国ニハ其勢ヒ人ニ勝レタリ。娘四人アリ」 （ 〈延〉巻四―一三八オ）とする。伊東氏は、 〈尊卑〉 （
2―四九九頁）によれば、藤
原氏南家乙麿流工藤氏の一族で、本流は伊豆国押領使などに任じて同国狩野庄を本拠とした狩野氏。十二世紀半ばにおいては狩野茂光が一国規模での軍事統率を行い得る国衙守護人の地位 あり、伊東氏は狩野氏の統率のもとに置かれた立場であったが 十二世紀末に至るとその立場は全く逆転した。伊東氏の勢力伸長は、平治の乱後 その所領久須美庄の領家に平重盛 仰いだことによると考えられる。 においては、平家と結ぶ伊東氏が内裏大番役の催促をはじめとする国内武士団の統率権を在庁の狩野氏から簒奪し、在地支配においても周辺武士団を圧迫するといった状況が治承四年まで 十年間に加速度をつけながら進行していった ではないかと考えられる（野口実②一六一頁、③二二四～二二五頁） 。なお、 〈延・盛〉に、祐親は「重代ノ家ナリケレドモ」とあるが、伊豆は長い間源頼政の知行国であった。また、 〈盛〉 （
2―四五二頁）によれば、茂光の一族の工（公）藤四郎・
五郎兄弟は、伊豆守仲綱の郎等であった（野口実①二〇 頁） 。そうした源氏との関係を言うのであろう。 　
〇嫡女は三浦介義澄の妻女
　
義澄の妻となったとする点、 『曽我物語』同、 〈延・盛〉義連。 『吾妻鏡』「祐親法師聟三浦次郎義澄」 （治承四年十月十九日）によれば、義澄が正しい（ 〈延全注釈〉巻四―六八五頁） 。三浦氏と伊東 と 婚姻は、

















朝の側近となっていたことになる。また、 『吾妻鏡』 によれば、 盛長は、常に鎌倉にあり頼朝身辺の雑事を預かっていたらしい、また、盛長自身は安達（足立）氏を称していなかった可能性が高いと う。また、無官であった可能性も高いという（須藤聡四四～四七頁） 。但し、多賀宗隼によれば、 盛長は治承四年の頼朝挙兵の直前まで京都で勤務し、同時に絶えず関東 も下り、乃至は緊密な連絡 取りつつ京の勤務に励んでいたとも考えられるという。また、盛長は京都 官人として長い経歴を持ち、後白河院の側近にも擬せられるかとする（三 三五頁） 。依然謎とする部分は多い。次 佐々木太郎定綱は、佐々木秀義の子。この後に見るように、佐々木氏は宇多源 の後胤。母 、 『平井系図』によれば、渋谷荘司重国女（続群書五下―三七六頁） 。 『吾妻鏡』治承四年（一一八〇）八月九日条によ ば、平治の乱の折義朝に従って敗れた秀義は、子供 率いて奥州の秀衡（秀義の姨母 夫）もとに身を寄せようとしたが、途中 立ち寄った相模 渋谷重国 もとに以後二十年間過ごすこととなった。その間 子の定綱や盛綱等は頼朝に祗候したとする。また、 『野田文書』に見る「
□
奉公初日記」












1―五一〇頁） 。 「左遷」は、 「官位を下げ
ること。また、官位を下げて流罪に処すること」 （ 『時代別 語大辞典
　
室町時代編』 ） 。黒本本『節用集』 「左遷〈流人
同〉 」 （改訂新版古
本節用集〈六種〉研究〈並びに〉総合索引』一五七






































節のようだが、典拠は未詳。前半の句は、次 引く〈延〉の傍線部に近い。 〈延〉 「先年入道熊野参詣ノ有ケルニ、比ハ二月廿日余ノ事ナレバ、遠山ニ霞タナビキテ、越路ニ帰ル雁金、雲居遥カニ音信レ、細谷河ノ水ノ色、藍ヨリモ猶緑ニシテ、マバラナル板屋ニ苔ムシテ、カウサビタル里アリ。ナニトナク心スミケレバ」 （巻四―一一二オ） 。 「春霞」に「帰る雁」の取り合わせは、多くに見られる 『古今和歌集』 「帰雁を、読める 　
伊勢 　
はるがすみたつを見すててゆくかりは花なき里に




胡国ヘカヘリユク也」 （勉誠社一二八五頁） 、 「霞ハカスミソラケミ反ハキサラギ也」 （同一二八六頁） 。これに対して 三月 光景として描く場面は〈延〉にもある。 〈延〉 「弥生ノ十日余ノ事ナレバ 霞ニクモル有明ノ月ノ光モ朧ニ、雲路ヲ指テ帰 遠ザカリ行声々 、折カラ殊ニ哀也」 （巻四―一〇ウ） 。また、 『能因歌枕広本』は、 帰雁」を三月の景とする（日本歌学大系一―一〇二頁） 。一方、 後半 句の内、「鴬客を呼ばふ」は、 『和漢朗詠集』の「台頭有
レ酒鴬呼
レ客」 （台頭に
酒有りて鴬客を呼ばふ）として見える。 「台のほとりには酒 設けがあって、 鴬が 招き寄せようとばかり 呼んでいる」 （旧大系六四










に、伊東三女の件を相談するの 〈闘〉独自 趣向。先ず 藤九郎盛長は 〈尊卑〉によれば、保延元年（一一三五）の生まれで正治二年（一二〇〇）没。藤原魚名流相継の子孫、小野田兼盛 子、子景盛・時長・女子（源範頼室）がいる。足立遠元 は同族で伯父・甥の関係（二―二八五～二八八頁） 、 〈尊卑〉の傍注に 問題があるもの、 兼盛以後の系譜には信頼性があると う （金沢正大一四～一七頁 。永暦元年（一一六〇）に伊豆に流された頼朝 武蔵国比企郡を請所として夫掃部允と共に下向して世話をし のが比企尼（ 『吾妻鏡』寿永元年〔一一八二〕十月十七日条） 。盛長はその の娘丹後内侍と結婚。丹後内侍は二条天皇に仕え、その縁で 景盛父子は京都に関わるようになったとされる。 〈尊卑〉 （
3―四三八頁）によれば、



























三十八話が、頼朝伊豆流離説話である。三十五話では、治承四年九月二日、東国から早馬が到着し、頼朝の挙兵が告げられる。それを聞いた清盛は 平治の乱の折の恩を忘れた忘恩者と頼朝をなじる。続いて、三十六話で 、昔の恩を忘れて天の責めを蒙り滅びた燕丹の長大な話が引かれ、三十七話では、清盛が院参し、忘恩者頼朝の追討院宣を下すよう新院（高倉院）に申し入れたところ認められたとする。そして当該話を挟んで、巻五の一話では、平治の乱の折 伊豆に配流されて二十一年、三十 歳となった頼朝が、なぜ挙兵したのか、その理由が記される。それによれば 詳細は当該の注解で明らかにするが、 〈延〉の頼朝伊豆流離説話は、頼朝挙兵譚の前に、頼朝 「年来ノ宿意」を示す話として、周到に用意されていると考えられる。次に〈盛〉の場合は、巻十八の冒頭話「文覚頼朝勧進謀叛」が該当す 但し、本話は、 〈延〉 に 〈延〉の巻五の一「兵衛佐頼朝発謀叛
一ヲ由来事」が合体した形のもの。但し〈盛〉の場合は、 〈延〉のよう




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〈四・延・長・盛〉 同。但し、 「御従父子」 を、 〈延〉
「御イトコ」 （巻一―五三ウ） 、 〈長〉 「従父兄弟」 （
1―五六頁） とし、 〈盛〉
は「御外戚」 （
1―一二三頁）とする。 〈名義抄〉 「従父兄弟 　
イトコ」
（仏下末二八） 。 〈南・屋・覚・中〉は当該記事を欠く。時子腹の宗盛は、建春門院が女御の時は家司として、建春門院になってからは院司として仕えた。さらに宗盛の妻は滋子と同母の妹清子である。清子 憲仁の乳母として宮中に入り、親王が即位した年、高級女官の典侍の官についた （高橋昌明六八～六九頁） 。一方、 重盛の妻経子 （成親 妹） も、高倉立太子の際に東宮の乳母として従五位に叙せられたが、高倉天皇即位に伴う女官除目では典侍四人の中に含まれていなかっ 。こうした経緯から見ても、重盛一家にとって、高倉天皇実現 いう時期は、不安な影をどこかに宿すものであった （日下力②四五〇～四五一頁） 。このように、滋子・時子の縁者が権威を増大させ、重盛や重盛の縁者でもある成親を初めとする院近臣たちを圧迫していく状況が生じてきた。また、八条院・六条天皇派とし 倉即位に反発し 賴盛 、知






かった。高倉即位を目前にして、その外戚として重々しさを加える必要もあり、時忠が望む以上に 官位が加わってくると言う状況であった。 高倉即位後の時忠の昇進 さらにすさま く、 仁安三年 一一六八）七月三日、検非違使別当兼右衛門督、八月四日正三位 同十日に権中納言となっている。このように天皇の直接の外戚たる時忠は、 「内外に付けたる執権」と言 ても良い地 に昇っていた 、藤氏が上卿を占め、平氏の公卿は時忠の他 清盛 子息重 ・宗盛、清盛の弟教盛だけというこの時点で、叙位除目が時忠 思い ままというのは誇張と言うほかない。平氏の栄華・全盛をとおして果たした時忠の役割を総括的に捉えたものであろうと思われる （宮崎荘平三四八～三 九頁） 。
【引用研究文献】＊井原今朝男 「中世の天皇・摂関・ 」 （史学雑誌一〇〇―八、 一九九一・
8。 『日本中世の国政と家政』 校倉書房一九九五・
4再録。引用は後者による）
＊上横手雅敬「平氏政権 諸段階」 （ 『中世日本 諸相』上巻、吉川弘文館一九八九・
4）
＊












御サタニナシテ、 建春門院ハソノ時小弁殿トテ候ケル、 時信ガムスメ、清盛ガ妻ノ弟 リケレバ、コレト一ニトリナシテ、後白河院ノ皇子小弁殿ウミマイラセテモチタリケルヲ、ヤガテ東三條ニワタシマイラセテ、仁安二年（ 「仁安元年」が正しい）十月十日東宮ニタ マイラセテケリ。清盛ハ同三年二月十一日、病ニ沈ミテ、出家シテ後ヤミニケリ」 （旧大系二四二頁） 。むしろ『愚管抄』で強調されることは、建春門院は、憲仁の立太子実現のために、清盛と力を合わせたというである。なお、当該句は、平家 栄花の全面的な称賛かのように読めるが、果たしてそうであろうか。例えば、 「吾身栄花」の末に記る「保元ニ為義切ラレ、平治ニ義朝誅テ後ハ、末々ノ源氏少々アリシカドモ、或ハ誅レテ、今ハ平家ノ一類ノミ繁昌シ 頭ラヲサシ出ス者ナシ。 何ナラム末ノ代マデモ何事カアルベキト、 目出ゾ見エシ」 （ 〈延〉巻一「八人ノ娘達之事」三〇ウ～三一オ）なども、一見全面的な言祝ぎかのように読めるが、逆に平家の滅亡を予告する暗示性をも読めるとする見解があるように（本全釈八―二頁参照） 、 当該句においてもこの後検証するように、同様の読みが可能と考える。 　
〇国母建春門
院と申すは平家の 門 て有 上……
　
徳子の入内を積極的に進めた

























中〉同。高倉天皇の受禅践祚は 仁安三年 月十九日に閑院邸で、即位は三月二十日に大極殿で行われた。 『帝王編年記』 「同（仁安）三年戊子三月廿日壬午、即
二―位于大極殿
一」 （新訂増補国史大系三四一頁） 。
〈延・長〉が当該箇所に記事を欠くのは、二月十九日の高倉天皇践祚記事で、 〈延〉 「 年二月十九日、春宮〈高倉院〉八歳ニテ大極殿ニテ践祚アリシカバ」 （巻一―五三オ）や、 〈長〉 「同三年 月十九日、東宮高倉院、八歳にて大極殿にて御即位ありしかば」 （
1―五五頁）と





















祚ソ」 （巻一―二八右） 、 〈延〉 「六条院御譲ヲ
受サセ給タリシカドモ、僅ニ三年ニテ、同年二月十九日、春宮〈高倉院〉八歳ニテ大極殿ニテ践祚アリシカバ」 （巻一―五三オ） 、 〈長〉 「同三年二月十九日、 東宮高倉院 八歳にて大極殿にて御即位ありしかば」（
1―五五頁） 、 〈盛〉 「僅ニ三年ニテ、同年二月十九日、春宮践祚有シ
カバ」 （
1―一二二頁） 、 〈南・屋・覚〉 「主上は二歳にて御禅をうけさ
せ給ひ、纔に五歳と申二月十九日、東宮 ありしかば 〈覚〉上―三七頁） 、 〈中〉 「主上御とし二さいにて御ゆづ をうけさせ給ひ、わづかに五さいと申し、仁安三年 に、とうぐ せんそありしかば」 （上―三八頁） 。 〈四・延〉の「同年」は、色々と問題を含む。日下力①は、 〈延〉の「同年」は、 「同三年」の誤写と解するのが妥当かとする（三〇五頁） 。あるいは、 〈闘・盛〉が、高倉天皇即位を仁安二年（ 〈闘〉の場合、 「丁亥」の表記を正しい た場合）のこととするように、 〈四・延〉も、 六条天皇践祚の年永万元年（一一六五）から、足掛け三年の仁安二年（一一六七）のことと解していた可能性もあるのではなかろう 。と考えれば 「同年」は「同二年」の誤写から生じたとも考えられる。その場合、高倉天皇の践祚から即位まで、一余経過することとなる。この後の注解「仁安三 三月廿日 大極殿にて新帝 〈高倉院〉 御即位有り」 参照。なお 高倉天皇 即位 背景 は高倉天皇践祚の行われた八日前にあった清盛の出家が関わって た。仁安三年二月初めに清盛 寸白を煩い、八日には重体に陥り、十一日に出家している。この時の清盛の容態は なり深刻であったようで、『玉葉』の十七日条によれば、清盛が死んだ場合、天下の擾乱が予測






















































弘二年」 （二八右） 、 〈延〉 「寛仁三〔二ィ〕年」













































































































































































































































































8底本「御婦〔 （姉） 〕 」 。
9底本「御外歳〔 （戚
（セキ）









十二月二十五日、 憲仁（後の高倉天皇） 親王宣旨 下さ 〈屋〉













条） 。 『愚管抄』 「後白河
ノ第五子」 （一一四頁） 。憲仁の親王宣下が急が
れたのは、九日前の十二月十六日に、以仁王の元服があったことによるとされる（上横手雅敬五一八頁） 。以仁王の大宮多子邸での元服の背景には、 「憲仁（高倉天皇）への対抗馬として以仁王を皇位継承候補者として確保しようとする六条天皇支持勢力の意図があった」 （佐伯智広六〇頁）と考えられる。清盛は、永万元年八月十七日に大納言
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高仁安三年三月廿日
倉天皇御即位の事
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天下諒
りやうあん
闇
たれば
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1御ご禊けい
・大嘗会
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無し。同じき年十二月廿五日、建春門院の御腹
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。
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